
ベックマン・コールター 核酸抽出・精製キット
Agencourt SPRI & Apostle MiniMax™ シリーズ

高性能かつ、低コスト・ハイスループット

DNA/RNA精製・サイズセレクション

細胞・組織・血液・FFPE・植物からのDNA/RNA抽出

リキッドバイオプシーからのcfDNA抽出

大腸菌からのプラスミド抽出
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製品セレクションガイド
様々な種類のサンプルに対応できるベックマン・コールターの核酸抽出・精製キット

SPRI（Solid Phase Reversible Immobilization）テクノロジー
SPRIテクノロジーは、表面にカルボキシル基コートされた
磁性ビーズ（SPRIビーズ）に、核酸を可逆的に結合させる
テクノロジーです。塩や水溶性高分子で最適化された溶媒に
よって核酸が脱水和され、カルボキシル基に吸着されます。
直径約1 µmの微小なサイズによって、広い表面積を生み
出し、高収量の核酸を精製可能であるとともに、洗浄効
果が大きく、精製度の高い核酸が得られます。
また、粒子径の均一性が高く、再現性のある実験結果を安
定して得ることができます。

Apostle MiniMaxTM cfDNA以外は、Agencourt SPRIシリーズ製品です。
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同時抽出、RNA抽出
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核酸抽出
核酸精製
クリーンアップ ライブラリ調製 シーケンシング

□ 独自の磁性ビーズ技術により、高い収量と精製度を実現

□ 遠心やフィルタを使用しない、ダメージの少ない核酸抽出が可能

□ 8連ピペットや96ウェルプレートにより、多サンプルを簡便に処理

□ FFPE組織やリキッドバイオプシーなど、臨床サンプルにも対応

□ すべてのキットは、Biomek シリーズで自動抽出・精製が可能

ピ
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テ
ィ
ン
グ
回
数

サンプル数

■ Agencourt DNAdvance
■ 他社カラム式キット

抽
出
時
間 （
分
）

サンプル数

■ Agencourt DNAdvance
■ 他社カラム式キット
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ベックマン・コールターの磁性ビーズ式核酸抽出・精製キットの特長

磁性ビーズ式キットのメリット

96ウェルプレートと8連ピペットで効率的に実験できるため、カラム式キットより少ないピペッティン
グ回数で核酸の抽出・精製ができます。核酸が結合した磁性ビーズを磁石で集めるため、スピンカラム
を遠心機のロータに入れる手間や、ベンチと遠心機を忙しく往復する必要がなく、実験時間をカラム式
キットより短縮できます（一部商品では遠心処理が必要です）。

次世代シーケンス解析の成否は、核酸抽出・精製の品質に大きく影響

FFPE組織からの核酸抽出にFormaPure XLを使った場合

他社製品より融合遺伝子を86%多く検出

核酸抽出・精製のコストは、全体のわずか1％！

DNAクリーンアップにAMPure XPを使った場合

他社製品より配列情報を34%多く取得
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AMPure XPは、PCRやライゲーションなどの各種酵素
反応後のDNAを効率よく精製するキットです。二本鎖
の場合は100 bp以上、一本鎖の場合は約200 nt以上の
DNAを精製するため、次の反応に持ち越したくないプ
ライマー、アダプタなど短鎖DNA断片、dNTP、塩類な
どを確実に除去することが可能です。生体サンプルから抽
出したDNAの精製度が低い場合の、追加精製に使用す
ることもできます。10 kb以上の高分子量DNAについても、
高い回収率を維持します。AMPure XPは、次世代シー
ケンスのライブラリ調製におけるDNAクリーンアップの
ゴールデンスタンダードとなっている、非常に実績のあ
るキットです。

独自のSPRI磁性ビーズによる精製プロトコルは最適化
されており、手動実験では48サンプルを25分、96サン
プルを30分で精製完了します。ベックマン・コールター
の自動分注システム Biomek シリーズによる自動化にも
対応しており、96サンプルを22分、384サンプルでも
わずか46分のハイスループット精製を実現します。

各社磁性ビーズ式DNA精製キットによる回収率の比較

DNA溶液（Input）と各社キットを各混合比（標準条件は1.8 x）で精製を
行った。AMPure XPは100 bp以下のDNAを除去し、かつ各混合条件で
他社製品よりも高い回収率を示している。Agilent TapeStationにより
測定した。

PCRなど酵素反応後のDNA精製

AMPure XP

・ 100 bp以上のDNA断片を高収量で精製
・ プライマー、アダプタ、dNTP、塩類を効率的に除去

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

AMPure XP 5 mL A63880

60 mL A63881

450 mL A63882

Kit Component

・AMPure XP Reagent

AMPure XPInput
1.8 x
0.9 x
0.7 x
0.6 x

B社製品Input
1.8 x
0.9 x
0.7 x
0.6 x

C社製品Input
1.8 x
0.9 x
0.7 x
0.6 x
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SPRIselectは、アガロースゲルの切り出しを行わずに、
150～ 800 bp範囲の特定の長さのDNA断片を簡単に
回収するキットです。DNA溶液とSPRIselect試薬の混
合比の調整により、磁性ビーズに結合するDNA断片サ
イズが変化する性質を利用して、回収される断片サイズ
を任意に選択可能です。具体的には、試薬の濃度が高く
なるほど小さなサイズのDNA断片が磁性ビーズに結合で
きるようになります。SPRIselectは、DNAサイズセレク
ション性能に関する厳しい検査をパスした製品のみが出荷
されており、高分子領域の回収（レフトサイドセレクショ
ン）、低分子領域の回収（ライトサイドセレクション）、中
間領域の回収（ダブルサイズセレクション）の3つのアプリ
ケーションについて、安心して実験に使用いただけます。

独自のSPRI磁性ビーズによる精製プロトコルは最適化
されており、ダブルサイズセレクションの手動実験では
8サンプルを20分、24サンプルを25分で完了します。
ベックマン・コールターの自動分注システム Biomekシ
リーズによる自動化にも対応しており、48サンプルを51分、
96サンプルを1時間のハイスループット処理を実現します。

SPRIselectによる各サイズセレクションの結果

高分子領域の回収（レフトサイドセレクション）、低分子領域の回収（ライ
トサイドセレクション）、中間領域の回収（ダブルサイズセレクション）を
DNA溶液（Shear）とSPRIselect試薬を各混合比でサイズセレクション
を行った。Agilent High Sensitivity Kitにより測定した。

DNA断片のサイズセレクション

SPRIselect

・ 150～ 800 bpから任意サイズのDNA断片を選択的に回収
・ 厳しい品質管理により、高い再現性を実現

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

SPRIselect 5 mL B23317

60 mL B23318

450 mL B23319

Kit Component

・SPRIselect Reagent

レフトサイド
セレクション

ライトサイド
セレクション

ダブルサイズ
セレクション
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CleanSEQは、サンガーシーケンス反応後の蛍光ダイ
ターミネーター除去精製キットです。サンガーシーケン
ス反応キットは高価であり、一般的に希釈して使用され
ています。しかしながら、希釈により蛍光強度が低くな
るため、シーケンスリード長の低下などが見られます。
CleanSEQは精製収量が高いため、シーケンス時のシグ
ナル強度を高くすることが可能です。また、プライマー
などの短いDNA断片や未反応の蛍光ダイを確実に除去
するため、バックグラウンドを低減させます。これに
よりS/N比の高いシグナルが得られ、低濃度の蛍光ダイ

での標識においても、ロングリードを安定して得ること
ができます。最大で32倍希釈でのダイターミネーター反
応産物に使用可能であり、シーケンシングのトータルコ
ストの削減を実現します。Thermo Fisher BigDye 
Terminator v1.1/v3.1 Cycle Sequencing Kitなど
に対応します。
ベックマン・コールターの自動分注システム Biomek
シリーズによる自動化にも対応しており、96サンプルを
わずか25分のハイスループット精製を実現します。

サンガーシーケンス反応後の精製

CleanSEQ

・ 未反応蛍光色素、プライマーを効率的に除去
・ 蛍光シグナルが強くなり、シーケンスリード長を改善

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

CleanSEQ 8 mL A29151

50 mL A29154

500 mL A29161

Kit Component

・CleanSEQ Reagent

BigDye希釈系におけるシーケンス時のシグナル強度の各社精製キットの比較

pGEMプラスミドをM13プライマーおよび各希釈率のBigDye v3.0で反
応させ、CleanSEQおよび他社精製キットで精製した後、ABI 3700にて
シーケンスしたときのシグナル強度の平均値 （n=24）。
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CleanSEQ B社シリカカラム C社ゲルろ過 D社ゲルろ過

※ 通常プロトルでは、1 prepあたりCleanSEQ 10 µLを使用します。

各社精製キットによる精製産物のシーケンス結果の比較

pGEMプラスミドをM13プライマーおよび8倍希釈したBigDye v3.0で反
応させ、各社キットで精製した後、ABI 3700にてシーケンスしたときの
Phred20リード長（n=96）。

Average Phred20  745±30 742±56 705±78 650±103 621±110

CleanSEQ エタノール沈殿
（脱塩）

B社シリカカラム C社ゲルろ過 D社ゲルろ過
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B社シリカカラム製品 - IVT

B社シリカカラム製品 - NuGEN

RNAClean XP - IVT

RNAClean XP - NuGEN

RNAClean XPは、次世代シーケンスのライブラリ調
製におけるDNA精製で高い評価を得ているAMPure 
XPのRNase Freeグレードの製品であり、微量の
RNaseで容易に分解するRNAの精製に安心して使用す
ることができます。二本鎖の場合は100 bp以上、一本鎖
の場合は約200 nt以上のRNAおよびcDNAを精製する
RNAClean XPは、in vitro transcriptionやRNAラベ
リングなど、RNAを用いた酵素反応を中心に広範なアプ
リケーションに利用することが可能です。また、生体サ
ンプルから抽出したRNAの精製度が低い場合の、追加
精製に使用することもできます。

独自のSPRI磁性ビーズによる精製プロトコルは最適化
されており、手動実験では96サンプルを約20分で精製

完了します。ベックマン・コールターの自動分注システム
Biomekシリーズによる自動化にも対応しています。

各RNA濃度サンプルからの回収率の比較

RNAClean XPを使用して、3種類の濃度のRNAサンプルを精製した
（n=3）。各RNA濃度の精製収量はほぼ同様で、78%（σ2 : 10%）の回収率
であった。

各社RNA精製キットによる精製度の比較

In vitro transcription（IVT）反応により得たRNA、およびRNA増
幅により得られたcDNAの精製を、RNAClean XPおよび他社シリ
カカラム式キットを用いて精製を行った。IVTはT7領域を含むPCR
産物からThermo Fisher MEGAscript T7 Transcription Kitを
用いた。RNA増幅はマウス肝臓から抽出したRNAをNuGEN RNA 
Amplification System V2を用いた。Agilent Bioanalyzer RNA 
NanoChipにより測定した。

RNA/cDNAの精製

RNAClean XP

・ 約200 nt以上のRNAやcDNAを精製
・ 逆転写、ラベリングなどの反応後の精製に好適

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

RNAClean XP 40 mL A63987

450 mL A66514

Kit Component

・RNAClean XP Reagent
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組織・細胞からのDNA抽出

DNAdvance

・ マウステールなどの組織20 mg、培養細胞からのDNA抽出
・ 口腔スワブ、だ液からのDNA抽出にも対応可

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

DNAdvance 384 preps A48705

9,600 preps A48706

Kit Component

・Lysis LBH  ・Pre-Bind PBBA ・Bind BBE

・Elution EBA  ・Proteinase K  ・Proteinase K Buffer

各社製品による肝臓からのDNA抽出の収量・精製度の比較

肝臓サンプル20 mgからDNAdvanceおよび他社製品を使用してDNAを抽出した
（n=3）。DNA収量および精製度はThermo Fisher NanoDropにより測定した。

Genomic DNA Yield (µg)
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B社製品 C社製品 B社製品 C社製品

各社製品による肝臓からの抽出DNAの分解程度の比較

肺、腎臓、テール、脳サンプルからDNAdvanceを使用してDNAを抽出した。
DNAの分解程度はAgilent Genomic DNA ScreenTapeにより測定した。

DIN
8.4

DIN
8.7

DIN
8.0

DIN
8.1

DNAdvanceは肝臓、腎臓、マウステールなどの様々な
組織や、培養細胞などからDNAを抽出・精製するキット
です。肝臓サンプル20 mgからDNA 33 µgという高
い精製収量を示しており、ほかの組織からも同様に高い
収量を示します。さらに精製DNAは分解程度が少なく
（DIN>8 ; DNA Integrity Number）、PCR増幅も良
好という、次世代シーケンスのライブラリ調製に最適な

高品質です。追加プロトコルにより、口腔スワブ、だ液
からの抽出にも対応します。
ベックマン・コールターの自動分注システム Biomekシ
リーズによる自動化にも対応しており、Lysis工程以降
について96サンプルを53分、480サンプルで2時間15分
のハイスループット精製を実現します。

Tail
DIN 8.0

Kidney
DIN 8.7
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GenFind V3
Citrate
DIN 9.5

GenFind V3は、血液（全血、血漿、血清、バフィー
コート）～ 400 µLおよび培養細胞からDNAを抽出・
精製するキットです。EDTA添加の全血400 µLか
らDNA 12 µgという高い精製収量を示し、クエン酸
塩、ヘパリン添加条件や凍結保存条件でも同様な高収
量を示します。さらに精製DNAは分解程度が少なく
（DIN>9.3 ; DNA Integrity Number）、PCR増幅も
良好という、クリニカルジェノミクス研究に最適な高品

質です。追加プロトコルにより、培養細菌、糸状菌類、
ムコイド型細菌、ろ紙血、だ液、洗口液、大容量血液
（2 mL）、PAXgene® DNA保存血液など多彩な抽出
に対応します。
ベックマン・コールターの自動分注システム Biomek
シリーズによる自動化にも対応しており、96サンプル
を約2時間のハイスループット抽出を実現します。

各社製品による抗凝固剤添加全血からの
抽出DNAの収量・精製度の比較

EDTA、クエン酸塩、ヘパリンをそれぞれ添加し
た、非凍結または凍結の全血サンプル200 µLか
らGenFind V3と他社製品を使用してDNAを抽
出した。DNA収量はThermo Fisher Quant-iT 
PicoGreen dsDNA Assay Kit、DNA精製度は
Thermo Fisher NanoDropにより測定した。

各社製品による抗凝固剤添加全血からの
抽出DNAの分解程度の比較

ヘパリン、EDTA、クエン酸塩をそれぞれ添加した
全血サンプルからGenFind V3、GenFind V2、
他社製品を使用してDNAを抽出した。DNAの分
解程度はAgilent Genomic DNA ScreenTape
により測定した。

血液からのDNA抽出

GenFind V3

・ 全血、血漿、血清400 µLからのDNA抽出
・ ろ紙血、だ液、洗口液、細菌などからのDNA抽出にも対応可

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

GenFind V3 50 preps C34880

384 preps C34881

Kit Component

・Lysis LBB ・Bind BBB ・Wash WBB

・Wash WBC ・Proteinase K

B社製品

DIN
9.5

DIN
9.5

DIN
9.5

DIN
9.7

DIN
9.5

DIN
7.8

DIN
9.3

B社製品

B社製品
C社製品

C社製品
D社製品

D社製品
GenFind V3

GenFind V2 GenFind V3

GenFind V3 GenFind V2

※ サイズは、血液200 µLから抽出を行った場合のprep数です。
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リキッドバイオプシーからのcfDNA抽出

Apostle MiniMax™ cfDNA

・ 血漿、血清、尿5 mLからセルフリーDNA抽出
・ 抽出したcfDNAのPCRなど下流解析への適合を実証済

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

Apostle MiniMax™ cfDNA 1 mL × 10 preps C40604

1 mL × 50 preps C40603

5 mL × 50 preps C40605

Kit Component

・Sample Lysis Buffer ・cfDNA Lysis/Binding Solution ・Magnetic Nanoparticles

・cfDNA Wash Solution ・cfDNA 2nd Wash Solution ・cfDNA Elution Solution

・Proteinase K

各採血管に保存された血漿からのcfDNA収量およびサイズの比較

cfDNA用採血管またはEDTA採血管で保存された血漿 1 mLから、Apostle 
MiniMax™ cfDNAまたは他社カラム式製品を使用して、cfDNAを抽出した（n=3）。
cfDNA収量は、Thermo Fisher Quant-iT PicoGreen dsDNA Assay Kitにより
測定した。Apostle MiniMax™ cfDNAで抽出したcfDNAを、Agilent Bioanalyzer 
2100で断片長を測定した。3種類すべての採血管で、cfDNAの固有のピークである
175 bpにピークが見られた。

Apostle MiniMax™ cfDNAは、リキッドバイオプ
シー（血漿、血清、尿）～ 5 mLからcfDNA（セルフ
リーDNA）を抽出・精製するキットです。EDTA採血
管保存の血漿5 mLからcfDNA 150 ngという高い収量
が得られます。各社cfDNA用保存チューブからの抽出
にも対応しています。さらに精製cfDNAは175 bpに
固有かつ明瞭なピークを持ち、PCR増幅も良好という、
リキッドバイオプシーからのがんゲノム解析に最適な
高品質です。
ベックマン・コールターの自動分注システム Biomekシ
リーズによる自動化にも対応しており、96サンプル（～
4 mL）を約2時間半のハイスループット抽出を実現し
ます。本製品の使用には、1.5 mLマイクロチューブに対

応するマグネットスタンド（例：A29182 Agencourt 
SPRIStand 6 Position Tube Magnet）のほか、15 
mLコニカルチューブに対応するマグネットスタンドも
必要です。

Apostle
MiniMax cfDNA

他社カラム式
製品

他社ビーズ式
製品

cfDNA用保存チューブS EDTA採血管 cfDNA用保存チューブP

血漿1 mL 血漿3 mL 血漿5 mL

EDTA採血管保存血漿5 mLからのcfDNA抽出収量

EDTA採血管で保存された血漿1, 3, 5 mLからApostle MiniMaxを使用して、
cfDNAを抽出した（n=3）。 cfDNA収量は、Thermo Fisher Quant-iT PicoGreen 
dsDNA Assay Kitにより測定した。

cfDNA保存チューブS

cfDNA保存チューブP

EDTA採血管
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FormaPure XLシリーズは、FFPE（ホルマリン固
定パラフィン包埋）組織10 µm切片～ 7枚から、DNA
（FormaPure XL DNA）、RNA（FormaPure XL 
RNA）、DNA/RNA両方（FormaPure XL Total）
を抽出・精製するキットです。10 µm FFPE組織切片
7枚から、DNA/RNAともに10 µg前後という高い収量
が得られます。10年以上前に固定・包埋されたサンプル
からも高収量で抽出できることを確認しています。また、
脱パラフィン工程にミネラルオイル法を採用しており、
有害なキシレンを使用する必要がありません。

FormaPure XLシリーズによって精製されたDNAは、
がんパネルシーケンスで低頻度バリアントを効率よく
検出できることを確認しています。200 nt以上の割合
が高く分解程度が低く抑えられている精製RNAは、が
ん融合遺伝子の検出効率が高いことを実証しています。
FormaPure XL DNA追加プロトコルにより、パラフィ
ン非包埋ホルマリン固定（FF）サンプルからのDNA抽出
にも対応します。

独自のSPRI磁性ビーズによる精製プロトコルは最適化
されており、手動実験では24サンプルのDNA抽出を4
時間、RNA抽出を5時間、DNA/RNA両抽出を7時間
で完了します。ベックマン・コールターの自動分注シス
テム Biomekシリーズによる自動化（一部手動での遠心
処理が必要となります）にも対応しており、96サンプ
ルのDNA抽出を5時間45分、RNA抽出を5時間30分、
DNA/RNA両抽出を6時間45分のハイスループット精
製を実現します。
RNA抽出を行う場合には、DNase Iが別途必要です。

乳がん10 µm FFPE組織切片からのDNA/RNA収量

乳がん10 µm FFPE組織切片から各枚数から、FormaPure XLシリーズにより
DNA/RNAを抽出した。DNA/RNA収量は、蛍光試薬により測定した。

抽出したDNAでがんパネルシーケンスを行った結果

FormaPure XL DNA/Totalで抽出したDNAをサンプルとして次世代シーケ
ンス解析を行った結果、低頻度バリアントも安定して検出可能であることを示す。

FFPE組織からのDNA抽出、RNA抽出、

FormaPure XL DNA / RNA / Total

・ 10 µm FFPE組織切片7枚からのDNA抽出
・ 同一切片から抽出で、DNAとRNAを別々に精製可能（Total）

Kit Component

・Mineral Oil ・Lysis LBD

・Bind BBA ・Wash WBA（DNA/Totalのみ） 

・Re-Bind RBA（RNA/Totalのみ）

・RNase A（DNA/Totalのみ）

・Proteinase K

10 µm切片（枚） DNA収量（µg） RNA収量（µg）

1 1.2 1.0

3 3.1 3.5

5 11.3 10.3

7 9.5 13.3

Next-Generation Sequencing Compatibility

Position Gene

FormaPure 
DNA  

samples with 
variant call 

(max 6)

Forma-
Pure DNA  

Variant 
Freq (%)

Expected  
Allelic 

Freq (%)

140453136 BRAF 6 12.2 10.5

55599321 KIT 6 9.2 10

55242464 EGFR 6 1.8 2

55259515 EGFR 6 3.1 3

55241707 EGFR 6 25 24.5

25398281 KRAS 6 13.7 15

25398284 KRAS 6 5.3 6

115256530 NRAS 6 17.2 12.5

178952085 PIK3CA 6 17.5 17.5

178936091 PIK3CA 6 9.1 9
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DNA/RNA両抽出

・ 高収量かつ分解の少ないRNAを抽出可能（RNA, Total）
・ ホルマリン固定（FF）サンプルからのDNA抽出にも対応可（DNA, Total）

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

FormaPure XL DNA 50 preps C35996

96 preps C35997

FormaPure XL RNA 50 preps C36000

96 preps C36001

FormaPure XL Total 50 preps C35991

96 preps C35992

FormaPure XL RNA/Total

乳がん 肺がん 大腸がん 前立腺がん

B社シリカカラム式製品 C社超音波式製品

FormaPure XL Total/RNA B社シリカカラム式製品

FormaPure XL 
86%

B社シリカカラム 
63%

FormaPure XL 
84%

B社シリカカラム 
24%

乳がん：DV200 大腸がん：DV200

Size(nt) Size(nt)

R
F

U

R
F

U

各種FFPE組織からの抽出RNAの分解程度の比較

乳がん、大腸がん由来の10 µm FFPE組織切片各7枚から、FormaPure XL RNA/Totalを使用してRNAを抽出した。RNAの分解程度は、
Agilent RNA ScreentTapeにより測定した。各がん組織からFormaPure XL RNA/Totalで抽出したRNA（青色）は、他社カラム式
製品（オレンジ色）よりフラグメントサイズが大きく、分解の少ないRNAの抽出が可能であることを示す。DV200の値は、200 ntを超
えるRNA量のパーセンテージ。

各種FFPE組織からの抽出RNAのDV200値の比較

乳がん、肺がん、大腸がん、前立腺がん由来の10 µm FFPE組織切片から、
FormaPure XL RNA/Total、他社カラム式製品、他社超音波破砕式製品を使用し
てRNAを抽出した。RNAの分解程度は、Agilent RNA ScreentTapeにより測定
した。DV200の値は、200 ntを超えるRNA量のパーセンテージ。
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RNAdvance Cell v2は、5万cells以下の培養細胞（浮
遊細胞、付着細胞とも）から、分解の少ないtotal RNA
を抽出・精製するキットです。MRC-5細胞5万cellsか
らtotal RNA 1.8 µgという高い精製収量を示しており、
ACHN, HCT116, PANC1などの細胞からも同様に高
い収量を示します。さらに精製RNAは分解程度が少な
く（RIN>9.4 ; RNA Integrity Number）、逆転写後
のPCR増幅も良好であり、様々な下流解析に使用する
ことができます。少数の細胞からの抽出も実証されてお
り、25 cellsから5万cellsまでリニアな収量を示します。
追加プロトコルにより、DNA/RNAの両抽出にも対応
します。
ベックマン・コールターの自動分注システム Biomek

シリーズによる自動化にも対応しており、96サンプル
を3時間のハイスループット精製を実現します。
DNAの除去を行う場合には、DNase Iが別途必要です。

培養細胞からのRNA抽出

RNAdvance Cell v2

・ 培養細胞5万cellsからのRNA抽出
・ 培養細胞からのDNA/RNA両抽出にも対応

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

RNAdvance Cell v2 96 preps A47942

960 preps A47943

Kit Component

・Lysis LBE ・Bind BBC ・Wash WBD

・Proteinase K ・Proteinase K Buffer

各社製品によるMRC-5細胞からのtotal RNA抽出の収量の比較

MRC-5細胞5万cellsからRNAdvance Cell v2および他社製品を使用して
total RNAを抽出した（n=3）。DNA収量はThermo Fisher NanoDropにより
測定した。

RNAdvance
 Cell v2

B社製品 C社製品 D社製品

各種細胞からの抽出total RNAの分解程度の比較

MRC-5, ACHN, HCT116, PANC1細胞から、RNAdvance Cell v2を使用してtotal 
RNAを抽出した。RNAの分解程度はAgilent RNA ScreentTapeにより測定した。
標準サンプルは、Agilent Universal Reference RNAs（UHR RNA）を使用した。

各細胞量ら抽出したtotal RNAのqRT-PCR結果

25 cellsから5万cellsのHeLa細胞からRNAdvance Cell v2を使用してtotal 
RNA抽出した。18S-rRNAを標的としたqRT-PCRを行い、それぞれのCt値をプ
ロットした結果、抽出に供した細胞量とRNA収量は強い相関を示した。

RIN
9.9

RIN
9.6

RIN
9.6

RIN
9.7

RIN
9.4

RIN
10.0

RIN
10.0

RIN
10.0

RIN
10.0
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組織からのRNA抽出

RNAdvance Tissue

・ 各種組織10 mg、培養細胞200万cellsからのRNA抽出
・ DNA/RNA両抽出、高含水サンプルからの抽出にも対応可

Kit Component

・Lysis LBE ・Bind BBC  ・Wash WBD

・Proteinase K ・Proteinase K Buffer

各社製品によ各種組織からのtotal RNA抽出の収量の比較

脳、肝臓、肺、腎臓、テールの各組織10 mgからRNAdvance Tissueおよび他
社製品を使用してtotal RNAを抽出した（n=3）。DNA収量はThermo Fisher 
NanoDropにより測定した。

脳組織からの抽出total RNAの分解程度

脳組織10 mgから、RNAdvance Tissueを使用してtotal RNAを抽出した。RNA
の分解程度はAgilent 2100 Bioanalyzer Eukaryote Total RNA Nano Chip
により測定した。

各組織から抽出したtotal RNAのqRT-PCR結果

肝臓、テール、肺、腎臓、脳の各組織からRNAdvance Tissueを使用してtotal 
RNAを抽出した。ActB遺伝子Exon 4～ 5間の327 bpを標的としたqRT-PCR
を行い、PCR阻害物質が精製によって十分に除去されていることを示した。

RNAdvance Tissueは、脳、肝臓、肺、腎臓、テール
などの組織や200万cells以下の培養細胞から、分解の
少ないtotal RNAを抽出・精製するキットです。肺組織
10 mgからtotal RNA 90 µgという高い精製収量を示
しており、ほかの組織からも同様に高い収量を示します。
さらに精製RNAは分解程度が少なく（RIN>9 ; RNA 
Integrity Number）、逆転写後のPCR増幅も良好とい
う、次世代シーケンスのライブラリ調製に最適な高品質
です。追加プロトコルにより、DNA/RNAの両抽出、
ムコイド型細菌からのRNA抽出、バイラルトランスポー
トを含む水分の多いサンプルからのRNA抽出にも対応し
ます。

ベックマン・コールターの自動分注システム Biomekシ
リーズによる自動化にも対応しており、96サンプルを2
時間30分のハイスループット精製を実現します。
DNAの除去を行う場合には、DNase Iが別途必要です。

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

RNAdvance Tissue 50 preps A32645

96 preps A32649

384 preps A32646

RNAdvance 
Tissue

B社製品 C社製品 D社製品

Brain
RIN>9

Brain Liver Lung Kidney Tail

Tail Lung Kidney Brain threshold
Cycle number

Liver

0 5 10 15 20 25 30 35 40
0

1

2

3

4

5

6

7

Δ
R

N
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RNAdvance Bloodは、PAXgene® RNA採血管保存
血液400 µLから、分解の少ないtotal RNAを抽出・精
製するキットです。保存血液400 µLからtotal RNA 
0.95 µgという高い精製収量を示しています。さらに精
製RNAは分解程度が少なく（9サンプル平均RIN 9.4 ; 
RNA Integrity Number）、逆転写後のPCR増幅も良
好という、クリニカルジェノミクス研究に最適な高品質で
す。また、採血後4日間4℃で保存した血液からでも、収量・
品質を損なうことなく抽出が可能であることを確認してい
ます。追加プロトコルにより、培養細胞からのRNA抽出、
ウィルスからのDNA/RNA抽出にも対応します。
ベックマン・コールターの自動分注システム Biomek
シリーズによる自動化にも対応しており、96サンプル

を3時間のハイスループット精製を実現します。
DNAの除去を行うために、DNase Iが別途必要です。

血液からのRNA抽出

RNAdvance Blood

・ PAXgene® RNA保存血液400 µLからのRNA抽出
・ ウィルスからのDNA/RNA両抽出にも対応可

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

RNAdvance Blood 50 preps A35603

384 preps A35604

Kit Component

・Lysis LBF ・Bind BBD ・Re-Bind RBB

・Wash WBE ・Proteinase K ・Proteinase K Buffer

各社製品による血液からのtotal RNA抽出の収量の比較

PAXgene® RNA採血管保存血液400 µLからRNAdvance Bloodおよび他社
製品を使用してtotal RNAを抽出した（n=3）。DNA収量はThermo Fisher 
NanoDropにより測定した。

RNAdvance 
Blood

B社製品 C社製品 D社製品

PAXgene® RNA 4日間保存血液からのRNA抽出

採取した血液をPAXgene® RNA採血管で4℃、4日間保存した血液400 µLか
らRNAdvance Bloodを使用して抽出した（n=6）。RNA収量および精製度は
Thermo Fisher NanoDropにより測定した。4日間の保存で、収量・精製度に問題
は見られなかった。

血液からの抽出total RNAの分解程度

PAXgene® RNA採血管保存血液から、RNAdvance Bloodを使用してtotal 
RNAを抽出した。RNAの分解程度はBioanalyzer 6000 RNA Nano Assayに
より測定した。

RIN 9.6

Day RNA isolated

Day RNA isolated
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植物からのDNA/RNA同時抽出、RNA抽出

ChloroPure

・ 植物の葉や種40 mgからDNA/RNA同時またはRNA抽出
・ 綿、ひまわり、カノーラなど葉や種子からも、安定した抽出が可能

Kit Component

・Lysis ・Bind  ・Wash

ChloroPureで抽出した核酸のPCR増幅

トウモロコシ葉片からChloroPureを使用して抽出した核酸について、16S-rRNA
領域をPCR増幅した。アガロースゲル電気泳動により確認したところ、PCR阻害
は見られなかった。Lane1~10はサンプル、Lane11はネガティブコントロール、
Lane12はマーカー。

各社製品による各植物サンプルからのDNA抽出の収量・精製度比較

綿花葉片、ひまわり葉片、トウモロコシ葉片、カノーラ種子からChloroPureおよ
び他社製品を使用して核酸を抽出した（n=18）。DNA収量および精製度は、分光光
度計により測定した。

ChloroPureは、植物サンプル（生葉、凍結乾燥葉パンチ、
粉末化種子など）からDNA/RNAを同時、またはtotal 
RNAのみを抽出・精製するキットです。植物は多様な
多糖類や二次代謝産物を含み、これらが核酸抽出を困難
なものにしていますが、ChloroPureは40 mg（または、
凍結乾燥葉6 mmパンチ3枚）のサンプルから、7 µg
の核酸を抽出することを可能としています。精製核酸の
PCR増幅も良好であり、様々な下流解析に使用するこ
とができます。
ベックマン・コールターの自動分注システム Biomekシ
リーズによる自動化にも対応しており、Lysis工程後の
遠心分離以降について96サンプルを45分のハイスルー

プット精製を実現します。
Total RNAのみの精製を行う場合には、DNase Iが別
途必要です。

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

ChloroPure 384 preps A47949

9,600 preps A47951

Sample
A260 / A230

ChloroPure B社製品

Maize Leaf Punch 20.9 0.38

Sunflower Leaf Punch 1.52 0.42

Canola Seed 1.69 0.36

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

Cotton Leaf
Punch

Sunflower Leaf
Punch

Maize Leaf
Punch

Canola Seed

ChloroPure B社製品
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CosMCPrepは、高コピープラスミドの抽出はもちろん
のこと、FosmidやBACといった低コピーで抽出が困難
なサンプルでも、サンガーシーケンスで良好な結果を得
られる精製度で抽出することが可能です。通常プロトコ
ルでは、培養液1.7 mLから高コピープラスミド14 µgの
高収量で抽出できます。追加プロトコルにより、培養液
5.5 mLからの高コピープラスミド 298 µgの大量抽出
や、トランスフェクショングレードのプラスミド抽出に
も対応します。
ベックマン・コールターの自動分注システム Biomekシ
リーズによる自動化（一部手動での遠心処理が必要とな
ります）にも対応しており、96サンプルを約1時間半の
ハイスループット抽出を実現します。

大腸菌からのプラスミドDNA抽出

CosMCPrep

・ 大腸菌からのプラスミド、BAC、Cosmid、Fosmidミニプレップ
・ 5.5 mL培養スケールからのプラスミド抽出にも対応可

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

CosMCPrep 384 preps A37064

4,000 preps A29174

Kit Component

・RE1 ・L2 ・N3 ・PUR4

各種プラスミド抽出の収量・精製度の比較

培養液1 .7 mLからCosMCPrepを用いて、3種類のプラスミドを抽出した。
DNA収量および精製度はThermo Fisher NanoDropにより測定した。

プラスミドの種類 収量（µg）

A. 高コピープラスミド（<10 kb） 14.4

B. 緑膿菌由来の高コピープラスミド（<10 kb） 4.8

C. 緑膿菌由来の天然プラスミド（>100 kb） 3.6

追加プロトコルによる培養液～ 5.5 mLからのプラスミド抽出の収量・精製度

培養液0.8～ 5.5 mLからCosMCPrep追加プロトコルを用いて、高コピープ
ラスミド（<10 kb）を抽出した。DNA収量および精製度はThermo Fisher 
NanoDropにより測定した。

培養容量（mL） 収量（µg） A260/A280 A260/A230

 0.8 10.3 2.2 2.0

 2 74.0 2.1 2.8

5.5 298.0 1.9 2.4
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アクセサリ / オートメーションシステム

各キットを使用する際、使用するラボウェアに応じたマグネットアクセサリが必要です。

SPRIPlate 96R Ring Super Magnet Plate
96ウェルプレートに対応したマグネットプレートです。マグネットがリング状に配置されてい
るので、磁性ビーズが容器のボトムから上部にリング状に分離します。ピペットで上清を吸引す
るときに磁性ビーズを吸わないようにデザインされています。
強力な磁石を採用することで、磁気ビーズの分離時間の低減、大容量からの磁性ビーズの分離を
実現しています。PCRプレートやディープウェルプレートなど幅広い形状のプレートが使用可
能です。ベックマン・コールターの提供する自動分注システム Biomekシリーズでの自動処理
にも使用できます。

SPRIPlate 384 Post Magnet Plate
384ウェルプレートに対応したマグネットプレートです。96本のマグネットポストが配置され
ており、384ウェルプレートにおける磁性ビーズの分離が安定して行えます。
ベックマン・コールターの提供する自動分注システム Biomekシリーズで、よりハイスループッ
トな自動処理を行う場合に最適です。

SPRIstand 6 Position Tube Magnet
1.5～ 2.0 mLマイクロチューブに対応したマグネットです。6サンプル以下の抽出・精製に適
しています。
磁性ビーズはチューブ内壁面に分離し、手動でのピペッティング操作を簡便に行うことができます。

すべての核酸抽出・精製キットは、Biomekシリーズで自動化することが可能

Ordering Information
製品名 サイズ 製品番号

SPRIstand 6 Position Tube Magnet 1 unit A29182

SPRIPlate 96R Ring Super Magnet Plate 1 unit A32782

SPRIPlate 384 Post Magnet Plate 1 unit A29165

ベックマン・コールターのBiomekシリーズは汎用型の自動分注システムであり、様々な
分注作業・アッセイに応じた自動化プログラムを、ユーザー自身で構築することが可能です。
スループットに合わせて、Biomek 4000、Biomek i5、Biomek i7のプラットフォー
ムを用意しており、さらに攪拌および温調装置、サーマルサイクラー、プレートリーダー、
CO2インキュベーターなどのデバイスを接続することにより、核酸抽出・精製だけでなく、
次世代シーケンスのライブラリ調製、細胞培養を組み合わせた複雑なアッセイなどを自動
化することが可能です。
ベックマン・コールターは、ハードウエアと試薬キットの両方のメーカーであるメリット
を活かし、核酸抽出・精製キットにバリデーションされたBiomekプログラムを提供して
います。これらのバリデーション済みのプログラムにより、最適化された自動化プロトコ
ルを導入後すぐに使用することが可能です。

自動化にご興味のある方は、ベックマン・コールターまでお気軽にお問い合わせください。
専門スタッフが自動化の実現をサポートいたします。
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Beckman Coulter、Beckman Coulterロゴ、Agencourt及びSPRIは、Beckman Coulter, Inc.の商標です。
MiniMaxは、Apostle社の商標です。ほかの会社名、製品名及びサービスは、それぞれの所有する商標です。

本内容は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。
研究用にのみ使用できます。診断目的での使用はできません。
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